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1．問題と目的 
近年，我が国における少子化（合計特殊出生率の低下）が問題とされ，若者の結婚や子
育てに対する支援が社会的に注目されている．Figure１に示したように，厚生労働白書平
成 20 年度版によれば，我が国における合計特殊出生率は 1975 年に 2.0 を割り込み，1989
年にはいわゆる「1.57 ショック」というかたちで，少子化に対する対策の必要性が指摘さ
れたが，その後も減少を続け 2005 年には 1.26 にまで減少した．その後，様々な少子化対
策の効果か 2008 年には 1.37 にまで回復したが，劇的な回復には至っていないのが現状で
ある．2055 年には総人口も 9,000 万人を下回るなど，今後一層の総人口の減少と少子化の
進行が見込まれている． 
 
 
Figure1．出生数及び合計特殊出生率の年次推移 
（厚生労働白書平成 20版） 
 
現代社会を生きる大学生のうち，多くの者にとってこうした結婚や子育て，そして「親
になること」は，将来自らに起こりうるライフイベントのうちの一つである． 
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都筑(1999a)の指摘するように，大学生らが経験する青年期という発達段階は，生涯発達
過程の中で自らの未来や過去への時間的展望が拡大する発達段階であるとされている．幼
児期や児童期においては自らが「親になること」を展望することにリアリティを感じるこ
とができなかった大学生らも，青年期を経験する中で同世代の兄弟や友人たちが子どもを
産み，育てている姿を目の当たりにし，そのことによって自らもまた将来「親になること」
を展望するようになる． 
時間的展望とは，Lewin(1951)よれば「ある一定時点における個人の心理学的過去，およ
び未来についての見解の総体」と定義されている．従来の大学生における時間的展望研究
においては，大学生にとっての将来の出来事として，就業との関連については多くの研究
が行われてきたが(都筑，1999b；奥田，2004；白井，2009)，就業同様に将来起こりうる出
来事としての「親になること」については知見が積み重ねられてこなかった．しかしなが
ら，大学生にとって自分が「親になること」は，将来自分が職業に就く，という未来と同
様に重要な問題のうちの一つではないだろうか． 
青年期における「親になること」は，これまで心理学においては概ね二つの視点から研
究がなされてきた．それは，第一に「親になること」を個人の内的な素質・能力として捉
えるという視点であり，第二に自らが親になったということを，自らの生涯発達の中にど
のように意味づけるのかという視点からのものである． 
第一の視点からの研究としては佐々木(2007)がある．佐々木(2007)は，大学生男女各 100
名に対して質問紙調査を行うことによって，親性準備性尺度の信頼性と妥当性を検討し，
乳幼児への好意感情，育児の積極性という 2 つの因子からの検討を試みている．また，岡
本ら(2004)は，専門学校生，大学生，大学院生を対象とした質問紙調査を行い，佐々木(2007)
の親性準備性概念に比べより広範な家族結合役割因子，家事労働役割因子，介護役割因子，
養育役割因子という 4 つの因子から親準備性の尺度を作成している．こうした視点からの
大学生の「親になること」についての諸研究は，親性準備性，親準備性の概念といった概
念化に代表されるように，「親になること」を大学生らがその発達のプロセスにおいて「子
どもに対する親としての役割を遂行するための資質(岡本ら，2004)」や，「情緒的・態度的・
知的に親としての役割を果たすために十分なレディネス(井上・深谷，1983)」を獲得してい
く，つまり個人の内的な能力の発達の問題として捉えている． 
第二の視点からの研究としては，柏木ら(1994)や徳田(2004)によるものがある．柏木ら
(1994)は，すでに親となった 346 組の父親・母親に対し，「親になること」によってそれ以
前とどのように変化したのかを検討し，「親になること」の発達を測定できる尺度を作成し
ている．また，徳田(2004)は，11 名の母親に面接調査を行い，彼女たちが自らの生涯発達
の中に現在の子育てをどのようなものとして意味づけているのかを調査し，自明で肯定的
なものとしての子育て，成長課題としての子育て，小休止としての現在，個人的成長とし
ての現在，模索される子育ての意味づけという 5 つのパターンがあることを明らかにして
いる． 
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しかしながら，先にも述べたように，青年期を経験している大学生らが，自らが将来「親
になること」に対してどのような意識を有しているのかについての検討は，これまでほと
んどされてこなかった．大学生らにとって「親になること」は，将来起こるかもしれない
し，あるいは起こらないかもしれないといった仮定法的な対象である．全ての大学生らが
親になるわけではないし，現代社会においては親になるというのは必ずしも実子を持つと
いうことを意味しない．パートナーに既に子どもがいることもあるだろうし，養子を迎え
るというかたちで自らが親となることも考えられる．そのため，本研究では，現代社会に
おける広範な意味としての親という存在を鑑み，大学生らが展望する自らが親になるとい
う対象を，「親になること」と「」付きで表記するものとする． 
以上のことから，本研究では大学生にとっての「親になること」を明らかにする端緒と
して，質問紙調査を用いて探索的にその特徴を把握することを目的とする．特に，大学生
らがその生涯発達の中で，自らの過去，現在，未来という時間的展望をどのように抱き，
そうした時間的展望の抱き方のタイプによって，自らが将来「親になること」に対する意
識がどのように異なるかを検討することを目的とする． 
 
2．方法 
研究協力者：2009 年 9 月から 10 月にかけて関東の大学 2 校の学生，755 名に調査協力を
依頼し有効回答 610 票を得た(男性 248 名，女性 362 名であった)．年齢範囲は 18 歳から
29 歳であり，平均年齢は 20.08(SD=1.60)歳であった． 
手続き：心理学関連の授業を受講している大学生に質問紙を配布し回答を依頼した．質問
紙は全て授業内で回収を行った．所要時間は約 15 分であった． 
調査内容：質問項目は以下の 6 つから構成されている． 
1)フェイスシート項目 
1.性別，2.学年，3.年齢，5.専攻，6.出生順，7.きょうだい構成の 6 項目であった． 
2)時間的展望体験尺度(白井，1994) 
18 項目(1．あてはまらない，2．ややあてはまらない，3．どちらでもない，4．ややあて
はまる，5．あてはまるの 5 段階評定)であり，将来の目標があるかといった【目標指向性
因子】，自分の将来に希望が持てるかといった【希望因子】，現在の生活が充実している
かといった【現在の充実感因子】，過去を受け入れることができるといった【過去受容因
子】の 4 つの下位因子から構成され，その信頼性と妥当性が確認されている． 
3)「親になること」に関する意識 
「親になること」についての選択・意思，リアリティ，自己効力感を尋ねるために，9 項
目(1．あてはまらない，2．ややあてはまらない，3．ややあてはまる，4．あてはまるの
4 段階評定)を独自に作成した．作成にあたっては，研究者 6 名が独自に項目を作成し協
議の上決定した．私は早く親になりたいと思うといった【親になるつもりがあるか（選
択・意志）因子】，私は親になった自分を想像できるといった【親になる自分を想像でき
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るか（リアリティ）因子】，私は親になる自信があるといった【親になる自信があるか（自
己効力感）因子】の 3 つの因子から構成されている． 
4)「親になることによる」変化 
柏木・若松(1994)による，「親になること」の発達尺度の項目を，これから親になる可能
性のある大学生用に変更して使用した．30 項目(1．あてはまらない，2．ややあてはまら
ない，3．ややあてはまる，4．あてはまるの 4 段階評定)．柏木・若松(1994)においては，
実際に親になった者に対して，「親になること」によってどのような点が変化したかを調
査し，その結果をもとに質問項目を構成しているが，本研究においてはこれから親にな
る可能性のある大学生を対象としているため，質問項目の語尾を「～になった」といっ
たように過去形で表記されていた部分を「～になると思う」と未来形に修正し使用した．
考え方が柔軟になると思うといった【柔軟さ因子】，自分のほしいものなどが我慢できる
ようになると思うといった【自己抑制因子】，物事を運命だと受け入れるようになると思
うといった【運命・信仰・伝統の受容因子】，児童福祉や教育問題に関心を持つようにな
ると思うといった【視野の広がり因子】，生きている張りが増すと思うといった【生き甲
斐・存在感因子】，多少人との摩擦があっても自分の主義は通すようになると思うといっ
た【自己の強さ因子】の 6 つの下位因子が確認され，信頼性と妥当性が確認されている． 
5)「親になること」と職業についての質問項目 
6 項目(1．あてはまらない，2．ややあてはまらない，3．ややあてはまる，4．あてはま
るの 4 段階評定)を独自に作成した．作成にあたっては，厚生労働省や地方自治体などの
行政機関によって行われている少子化や男女共同参画に関する調査をもとに，研究者 6
名が項目を作成し協議の上決定した．質問項目は，子どもが生まれたら自分が職業をや
め大きくなったら再び職業に就きたい，子どもが生まれたら相手が職業をやめ大きくな
ったら再び職業に就いてほしい，子どもが生まれるかどうかにかかわらず自分は職業に
就き続けたい，子どもが生まれるかどうかにかかわらず相手には職業に就き続けてほし
い，子どもが生まれたら自分は職業をやめその後は職業には就きたくない，子どもが生
まれたら相手には職業をやめその後は職業には就いてほしくないの 6 項目であった． 
6)「親になること」の条件についての質問項目 
15 項目(1．あてはまらない，2．ややあてはまらない，3．ややあてはまる，4．あてはま
るの 4 段階評定)を作成した．作成にあたっては，研究者 6 名が項目を作成し協議の上決
定した．以下の項目が大人としての条件としてあてはまるかを評定させた．質問項目は，
十分な経済力，ある程度の年齢であること，精神的に成熟していること，妊娠や出産に
関する知識があること，子育てに関する知識があること，周囲の理解があること，十分
な居住環境，法律的に結婚していること，社会的な常識を持っていること，責任感があ
ること，子ども好きであること，抱擁力があること，他者のことを考えられること，子
どもを育てる力があること，自分より他者を優先できること，そして，その他・具体的
にご記入下さい，と自由記述による回答欄を用意した． 
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3．結果 
 
Figure2. 時間的展望体験尺度のクラスター分析結果 
 
時間的展望体験尺度の４つの下位尺度得点を標準化し，クラスター分析（Ward 法）を行い，
それぞれの得点からの解釈可能性から 3 つの群に分類した．各群の特徴から 1 つ目の群を「高
展望群」（n=223），2 つ目の群を「平均展望群」（n=227），3 つ目の群を「低展望群」（n=148）
とした． 
 
Table1. 時間的展望のタイプ別「親になること」に関する意識の分散分析結果 
 
 
クラスター分析によって得られた高展望群，平均展望群，低展望群の 3 群を独立変数と
し，「親になること」についての意識を従属変数とした分散分析を行った結果，Table1 に示
したように，全ての従属変数において有意な差が見られた．多重比較(Tukey 法)を行った結
果，親になるつもりがあるか(選択・意思)においては，低展望群に比べ高展望群の方がより
親になるつもりがあることが明らかとなった．親になる自分を想像できるか(リアリティ)，
親になる自信があるか(自己効力感)においてはいずれも，低展望群に比べ平均展望群が，平
均展望群に比べ高展望群が有意に親になる自分を想像することができ，親になる自信があ
ることが明らかとなった．以上のことから，自らの過去・現在・未来といった時間的展望
をどのように抱くかのタイプによって，自らが将来「親になること」に対する意識が異な
ることが示唆された． 
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Table2. 時間的展望のタイプ別「親になること」による変化の分散分析結果 
  
 
クラスター分析によって得られた高展望群，平均展望群，低展望群の 3 群を独立変数とし，
「親になること」による変化を従属変数とした分散分析を行った結果，Table2 に示したよう
に，自己抑制を除いた 5 つの因子において有意な差が見られた．多重比較(Tukey 法)を行った
結果，柔軟さ，運命・信仰・伝統の受容，視野の広がり，生き甲斐・存在感，自己の強さの
いずれの因子においても，低展望群に比べ，平均展望群，高展望群の方が有意に，「親になる
こと」によって自己が変化するであろうと考えていた．奥田(2006)においては，自己の時間的
変化という視点から大学生の時間的展望を検討したが，大学生にとって自己の変化に対する
信念と自らの過去・現在・未来といった時間的展望は密接に関連していると考えられる． 
 
Table3. 時間的展望のタイプ別「親になること」と職業の継続の分散分析結果 
 
 
クラスター分析によって得られた高展望群，平均展望群，低展望群の 3 群を独立変数とし，
「親になること」と職業の継続を従属変数とした分散分析を行い，多重比較(Tukey 法)を行っ
た結果，Table3 に示したように，子どもが生まれたら自分が職業をやめ大きくなったら再び
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職業に就きたいと子どもが生まれるかどうかにかかわらず自分は職業に就き続けたいの 2 つ
の項目を除く，4 つの項目で有意な差が見られた．特に注目すべきなのは，自分が職業に就き
続けたいという未来展望と，相手に職業に就き続けてほしいという未来展望との対比である．
パートナーとの間で，自分が職業をやめるのか，それともパートナーが職業をやめるのかは
切実な問題である．本研究では，職業の継続についてはいずれも自分の未来展望には有意な
差が見られなかったが，パートナーの未来展望においては高展望群はよりパートナーに職業
に就き続けてほしいと考え，反対に平均展望群はまずパートナーに職業をやめてもらい，子
どもが大きくなってからであればパートナーが再び職業に就いてもかまわないと考えている
ことが明らかとなった．また，職業の中断についてはいずれも得点が低いものの，高展望群
に比べ，平均展望群，低展望群の方が自分も，そしてパートナーに対しても職業を継続して
ほしくはないと考えていることが明らかとなった． 
 
Table4. 時間的展望のタイプ別「親になること」の条件の分散分析結果 
 
 
クラスター分析によって得られた高展望群，平均展望群，低展望群の 3 群を独立変数とし，
「親になること」の条件を従属変数とした分散分析を行い,多重比較(Tukey 法)を行った結果，
Table4 に示したように，ある程度の年齢であること，十分な居住環境，社会的な常識を持っ
ていること，責任感があることの 4 つの項目において有意な差が見られた．責任感があるこ
とにおいては平均展望群に比べて高展望群が有意に親になるには責任感があることが重要で
あると考えているのに対して，他の 3 つの項目においては，高展望群，平均展望群に比べて
低展望群の方が，「親になることに」対して高い条件を設定していることが明らかになった． 
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4．考察 
本研究では， 現代社会における大学生にとって自らが「親になること」とはどのような
ことなのかについての概観を捉えるために，質問紙調査による探索的な検討を行った． 
その結果，第一にどのような時間的展望を抱くのかのタイプによって，親になるつもり
があるか(選択・意思)，親になる自分を想像できるか(リアリティ)，親になる自信があるか(自
己効力感)といった意識に差が見られることが明らかとなった．また，そうした時間的展望
のタイプの差異によって，「親になること」による変化，「親になること」と職業の継続と
の関係，「親になること」の条件にも差が見られた． 
 目標指向性，希望，現在の充実感，過去の受容の 4 つの因子の得点が平均に比べて高い
高展望群は，他の群に比べ有意に自らが将来親になり，自己が変化することに対してポジ
ティヴな態度を有していることが伺えた．また，職業の継続においては親になる，ならな
いにかかわらず，自分も，そしてパートナーにも職業を継続してほしいと考えていること
が明らかとなった．そして，「親になること」に対しては，責任感は必要と考えながらも，
他の群に比べて高い条件を設定することはないと考えていることが伺える．これまでの時
間的展望研究から，未来についても，あるいは過去についてもポジティヴな時間点展望を
抱くことが，他の心理学的な変数に対してもポジティヴな影響をもたらすことが明らかと
されている(都筑，1999a)．しかしながら，奥田・大橋(2006)でも指摘したように，現代社
会においては，未来に対してポジティヴな展望を抱くことが適応的であるとは一概には言
えない．単純に楽天的な未来展望を描くのではなく，時代の社会的状況に応じて現実的な
未来展望が求められる文脈もあるだろう．そのため，高展望群については，今後さらなる
詳細な検討が必要であろう． 
 目標指向性，希望，現在の充実感，過去の受容の 4 つの因子の得点がほぼ平均値である
平均展望群は，現代社会における平均的な大学生らであると考えることができよう．平均
展望群が特徴的なのは，職業の継続についてである．「親になること」に関する意識，「親
になること」による変化，「親になること」の条件などの項目においては概ね低展望群と高
展望群の中間に位置している平均展望群は，職業の継続においてはそれとは異なる特徴が
みられる．平均展望群は，職業の継続においては親になる際には自分は職業を継続し，パ
ートナーには一旦職業を中断し，子どもが成長してから職業に復帰することを望んでいる．
あるいは，自分が職業を中断した際には再び職業に復帰することは望まず，同時に，パー
トナーが職業を中断した際にも再び職業に復帰することを望まないということが明らかと
なった．こうした子育てと職業との関連には，当然ながらジェンダー差による社会的文脈
の差異が影響しているだろう．そのため，「親になること」による職業の中断には，現代社
会における大学生の性役割分業観や，従来型の専業主婦をモデルとした親観からの詳細な
検討が必要であろう． 
目標指向性，希望，現在の充実感，過去の受容の 4 つの因子の得点が平均に比べて低い
低展望群は，他の群に比べて「親になること」によって自己が変化するとは考えることは
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せず，自らが将来「親になること」に対する意識も低いことが伺えた．低展望群に特徴的
なのは，低展望群が他の群に比べて「親になること」の条件を高く設定していることであ
る．現代社会においては，「親の責任」，あるいはその逆に「未成熟な親」といった言説に
よって，大学生らの間で「親とはこうあるべき」，「親とはこういうものだ」といったイメ
ージが構築されていることが推察される．特に，本研究の結果からは低展望群の大学生ら
において，こうした「親になること」は高いハードルなはずであるという認知の傾向が高
いことが示唆される．こうした認知に対してどのように働きかけていくのかが，大学生に
とっての「親になること」において，重要な課題となることが推察される． 
現代社会において，若者が「親になること」は様々なかたちで社会的な問題とされてい
る．いわゆる「できちゃった結婚」や「児童虐待」といったかたちで，「親になること」に
対しての時期や未熟さといった個的な側面が問題とされ，他方で「晩婚化」や「少子化」
といったかたちで，「親になること」に対しての社会的意味や制度的意味といった公的な側
面が問題とされる．こうした様々な視点から問題とされる若者にとっての「親になること」
といった問題群に対して，本研究では時間的展望という視点からアプローチすることによ
って，これまでとは異なる視点からのアプローチの可能性を示唆することができた． 
本研究では今後の課題として以下の点が残された．第一に，質問紙調査を行うことによ
って，現代社会における大学生らの「親になること」の実態についての概略を得ることは
できたが，大学生らがその生涯発達の中でどのようにその時間的展望を生成していくのか
のプロセスといった質的な側面については検討することができなかった．こうした質的な
側面を明らかにするために，面接調査などの質的な分析の必要性が挙げられよう． 
第二に，本研究で使用した尺度の多くは，現在政策上用いられている質問項目や，本研
究のために独自に作成したものである．こうした項目や尺度の信頼性，妥当性を検討し，
それに加えて性差や個別の大学生を取り巻く社会的な文脈等の変数を加えた精緻な量的調
査の必要性も今後の課題として残された． 
 
付記 
本研究は，平成 20 年度科学研究費挑戦的萌芽研究（課題番号 21653086）：「『親になるこ
と』の今日的意義の再検討と青年期のための次世代教育プログラムの開発」(研究代表者：
後藤さゆり)の助成を受けている． 
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